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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　わが国における若年発症非肥満糖尿病患者では，糖

尿病発症時にインスリン依存型糖尿病（IDDM）か，イ

ンスリン非依存型糖尿病（NIDDM）か，診断困難な例

が極めて多い．しかもインスリン依存度の経過も，欧

米と異なり緩徐である例が稀でない．

　本研究は，糖尿病発見後1ヵ月からインスリン必要

量および空腹時血清Cペプチドを経時的に測定追跡

し，インスリン依存度を求め，IDDMか否かの診断を

明白にする基準を確立しようとするものである．

　方法

　30歳未満ではじめて糖尿病を発見された非肥満患者

58名を対象にして，糖尿病発見1ヵ月後，6ヵ月後，

1年後，2年後，3年後の各時点に空腹時血清Cペプ

チド値（B－CPR：ng／ml）を測定した．さらに体重1kg

当たりのインスリン必要量（1－dose：U／kg）をあわせ

て，その相関からインスリン依存度を分析した．即ち，

各症例を各時点で，A型（B－CPR≦0．6，1・dose≧0．5），

B型（B－CPR≦0．6，1・dose＜0．5），　C型（B－CPR＞0．6，

1・dose＜0．5），　D型（B－CPR＞0．6，1・dose≧0．5）に分

類し，インスリン依存度を評価した．

　結果

　1）糖尿病発見1ヵ月時にすでにB・CPRの低下と，

0．5U／kgのインスリンを必要とする症例（n＝16）は，

6ヵ月後は63％，1年後は69％，2年後は81％，3年後

100％がA型の範疇にはいった．

　2）糖尿病発見1ヵ月時にB型を示した症例（n＝8）

は，6ヵ月後は25％，1年後は50％，2年後は75％，

3年後は100％がA型に至った．

　3）糖尿病発見1ヵ月時にC型の症例（n＝32）は，

僅か19％が3年後にA型に移行した．このC型の中か

ら緩徐にインスリン依存性を示してA型へ移行した

ものは，男性（危険率2，6）と，発見時尿ケトン体陽性

者（危険率1．8）に，多い傾向を認めた．　　　　　・

　4）糖尿病発見1ヵ月時D型であった患者は2名

で，うち1名が3年後にA型へ至った．

　考察および結論

　糖尿病発見1ヵ月の時点からB－CPRが低値でイン

スリン必要量の多いA型症例は，3年間の経過観察よ

り，典型的なIDDMであると考えられた．発見1ヵ月

時B型を示したものも，徐々ではあるがよりインスリ

ン量を必要とし，3年後は明らかなIDDMに至った．

また，発見1ヵ月時にC型であっても，その19％が，

B・CPRの低下と0．5U／kg以上のインスリンを必要と

し，3年後はIDDMとなった．

　従って，糖尿病発症時の病型判別の基準として，初

期のインスリン必要量にかかわらずB－CPRが0．6ng／

ml以下である例は，明らかにIDDMと診断できるこ

とを認めた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本論文は，30歳未満の若年発症糖尿病において空腹時血清Gペプチドとインスリン需要量の追跡結果をも

とに，インスリン依存型糖尿病（IDDM）か，インスリン非依存型糖尿病（NIDDM）かを鑑別するのに有益な

基準値を確定したものである．

　学術上特に臨床糖尿病学上，極めて価値ある論文であることを認める．
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